
①ベースフレーム5×1
②メタルクリップE×1
③キャブレターチューブ×4
④ドライブスプロケット
⑤4×9mmワッシャー付きビス×4
⑥ビス（Eタイプ）×3
　（※1本は予備）
※①②⑤は今回使用しないので、大切
に保管しておこう。

今号のパーツ

今号では「ドライブスプロケット」を提
供する。これにより、先号までに組み立
てたパーツやユニットの大半をメイン
フレームへ取り付けることが可能にな
る。そこで今回は、今後の作業を潤滑
に進められるよう、マシン全体の仮組
みを行おう。

ドライブスプロケットを取り付け、
車体を仮組みする

今号の作業

使用する道具
・＋（プラス）ドライバー（1番）
・ピンセット
・ラジオペンチ
・クロスレンチ(9号で提供したもの)

用意するもの
・多用途接着剤（セメダイン「スーパーX-G」推奨）
・マスキングテープ
・ドライブチェーン（30号で提供したもの）
・リヤフォーク（33号で組み立てたもの）
・フォークピボットシャフト（33号で提供したもの）
・メタルナット（33号で提供したもの）
・メインスタンド（37号で組み立てたもの）
・IRセンサーウインドウ（39号で提供したもの）
・ワイヤーケーブル×2（40号で提供したもの）
・ミッション＆ダイナモケースカバー（45号で
 組み立てたもの）

・ビス（Eタイプ）×1（45号で提供したもの）
・メインフレーム左（51号で組み立てたもの）
・メインフレーム右（52号で組み立てたもの）

①

②

③

④

⑤ ⑥

52号で組み立てたメインフレーム右を用意
し、左側面を上にして静かに置く。次に④ドラ
イブスプロケットを用意し、クランクケース左
後端の取り付け部にセットする。

STEP

1

ドライブスプロケットの先端部分をクランク
ケースのスリットに差し込み、そのまま取り
付け部にスライドさせる。

STEP

2

⑥ビス（Eタイプ）を用意し、1番の＋（プラス）
ドライバーの先端にはめ込み、そのまま写真
に示したビス穴へセットする。

STEP

3

Eタイプのビスを真っ直ぐにねじ込み、ドライ
ブスプロケットを仮止めする。この段階では
ビスを完全に締め込まず、ドライブスプロケッ
トが前後に軽くスライドするようにしておく
こと。

STEP

4

予 備

※モデルの設計上、パーツの
形状が実車とは異なる場合が
あります。
※「組み立てガイド」で紹介して
いるパーツは実際に付属する
パーツと一部仕様が異なる場
合があります。
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STEP

7

キャブレターチューブを少しずつ送り込む。もう片方のビス穴にもEタイプのビスをセット
し、ドライバーでねじ込んで仮止めする。もし
ビスがねじ込みにくい場合は、1 でドライブ
スプロケットをセットする前に、クランクケー
ス側のビス穴にタップを立てておくといい。

STEP

5

STEP

8

次に、上から2番目のキャブレターにも、
キャブレターチューブを差し込む。

STEP

11

ピンセットを使い、キャブレターチューブを一
番右側となるキャブレター上部へ差し込む。

STEP

12

キャブレターチューブの端は、プラグコード
と同様にメインフレームの合わせ目近くでひ
とまとめにし、マスキングテープを軽く巻い
て束ねておこう。

次はキャブレターチューブの取り付け作業
を行う。③キャブレターチューブを4本すべ
て用意し、上から3番目のキャブレター上
部に設けられた取り付け穴へ、ピンセットを
使って差し込む。

STEP

6

一番上になっているキャブレターにも、同じ
要領でキャブレターチューブを差し込んで
おく。

STEP

9

メインフレーム右を静かに起こし、最後に
残ったキャブレターチューブをタンクモール
右とキャブレターの間に通して、端をフレー
ムの外に引き出す。

STEP

10

組み立てガイド
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STEP

15

3 3 号で組 み 立てたリヤフォークから、
チェーンカバーを取り外す。

33号で提供したフォークピボットシャフトを
用意し、メインフレーム右の写真に示した穴
へ差し込む。

STEP

13

リヤフォークを途中まで差し込んだら、リヤブ
レーキロッド先端をリヤブレーキスピンドル
上部の窪みにセットする。

STEP

17
STEP

19

フォークピボットシャフトが抜け落ちないよ
うフレーム右側から端部分を押えつつ、リヤ
フォークを奥まで押し込む。

STEP

16

フォークピボットシャフトに、リヤフォークを
取り付ける。リヤフォークのフロント寄りの
穴の右側からピボットシャフトを差し込む。

フォークピボットシャフトを矢印の方向に引
き出す。

STEP

14

STEP

20

30号で提供したドライブチェーンを用意
し、ドライブスプロケットの歯と噛み合うよ
うに取り付ける。

指先で慎重に位置を合わせ、リヤブレーキ
スピンドルとリヤブレーキロッド先端をはめ
込む。

STEP

18
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STEP

23

51号で組み立てたメインフレーム左を用
意し、メインフレーム右と合わせる。なお、
37号で組み立てたメインスタンドもこの段
階でセットする。セットの仕方は、49号の組
み立てガイドを参照しよう。各ケーブルは、
写真を参考にして左右フレームにはさまな
い位置にまわしておく。

ドライブチェーンを広げてファイナルドリブ
ンスプロケットにかぶせる。この時、写真に示
した部分のみ歯と噛み合わせておく。

STEP

21

STEP

27

クロスレンチを用意し、一番大きい六角穴
へメタルナットをはめ込み、そのまま右回り
に回して締め込む。フォークピボットシャフト
の反対側の端が回るくらいまで締め込めば
OKだ。

33号で提供したメタルナットを用意し、突き
出したフォークピボットシャフト先端にセット
する。

STEP

25

STEP

24

49号で行った仮組み作業と同じ要領で、
メインフレーム左右をはめ合わせる。この
時、写真に示した穴からフォークピボット
シャフト先端を突き出させる。

ファイナルドリブンスプロケットを写真の方
向へゆっくりと回し、ドライブチェーンをスプ
ロケットの歯と噛み合わせていく。

STEP

22

指先でメタルナットを右回りに回してねじ
込む。

STEP

26

ドライブスプロケットをフロント方向へスラ
イドさせ、ドライブチェーンの張り具合を調
整する。

STEP

28

組み立てガイド
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STEP

31

取り外しておいたチェーンカバーを再度取
り付ける。

1番の＋（プラス）ドライバーを使い、ドライブ
スプロケットをクランクケースに取り付けて
いるEタイプのビスを少しだけ締め込んで、
スプロケットを固定する。

STEP

29

ミッション＆ダイナモケースカバーのリヤ側
を、フレームの下に差し込むようにセットし、
取り付け位置を合わせてクランクケース左
側にはめ込む。

STEP

33
STEP

35

1番の＋（プラス）ドライバーを使い、ビスを
ねじ込んでミッション＆ダイナモケースカ
バーをクランクケース左側に取り付ける。

STEP

32

45号で組み立てたミッション＆ダイナモ
ケースカバーを用意し、クランクケース左
側にセットする。

ドライブチェーンの中央付近を上から軽く
押し、少しだけたわむことを確認する。たわ
みが大きいとチェーンが外れやすいので、
写真程度になるようドライブスプロケットの
固定位置を調整しよう。

STEP

30

STEP

36

多用途接着剤を用意し、付属のヘラ（もしくは
“つまようじ”の先端など）に少量だけ出す。

45号で提供したEタイプのビスを用意し、
写真に示したビス穴へセットする。

STEP

34
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STEP

39

40号で提供した2本のワイヤーケーブル
を用意し、1本を写真に示した“すき間（クラ
ンクケース左と、ミッション＆ダイナモケー
スカバーとの接合部）”に差し込む。

39号で提供したIRセンサーウインドウを用
意し（※取り付けてある場合は一度取り外
す）、取り付け部のピンの側面のみに、多用途
接着剤をごく少量だけ塗布する。その後、接
着剤が完全に固まるまで放置する。

STEP

37

STEP

43

メインフレーム右を前面にして立て、ブレー
キペダルを押し下げてリヤブレーキロッド
が動くことを確認する。写真のように動けば
OKだ。

残りのワイヤーケーブルも同様に差し込ん
だら、ワイヤーケーブルの端を2本まとめて
ピンセットでつまみ、エアクリーナーケース
背面の左下にある穴へ差し込む。

STEP

込んでいるのは“モデル化のためのアレンジ”であることをお
断りしておく。実際にはメインフレームに沿わせるのだが、そ
れでは組み立て作業が非常に難しくなるからだ。もし、より忠
実に実車を再現したいのであれば、実車のケーブル配置再現
に挑戦してみるのもいいだろう。なお、現状のメインフレーム
は仮組み状態なので、くれぐれも慎重な保管を心がけよう。 

 

41

これで今回の作業は完了だ。なお、今回の作業で取り付けた
「ワイヤーケーブル」だが、端をエアクリーナーケースに差し

今号の完成

STEP

40

ピンセットを使い、差し込んだワイヤーケー
ブルを中へ送り込む。クランクケースの外
に、6cm程度出ていればOKだ。

IRセンサーウインドウをオイルパンの取り
付け部に押し込む。取り付けにくくなった場
合は、ピンに塗布した接着剤のどれか一カ
所をはがして調整する。

STEP

38

指先などを使い、差し込んだワイヤーケーブ
ルを中に押し込む。

STEP

42

組み立てガイド
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